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【目的】更年期 不定 愁訴 の 発現 は、卵巣機能低下

に 伴な う女性ホル モ ン低下が主 因 と考え られ て い

る が、そ の 発症 時期や程度には個人差が あ り、他

因子 の 閧与が推察 されて い る。それら因子の一
つ

として 、最近 、カル シ トニ ン遺伝子関連 ペ プチ ド

（Calcitonin　gene −
related 　Peptidc ：以下 CGRP ）が

注 目 さ れ て い る 。 今同私た ちは、性成熟期ラ ッ ト

および卵 巣摘 除ラ ッ トの 体表温 、深部温 の CGRP

に対す る反応性 を検 討する とと もに、血 中CGRP

濃度を測定 して 、hot　flush発現におけ る cGRP

関 与の 有無 を 検 討 した。　 【方 法】  SD 系成熟期

ラ ッ トを対照群（n −30）、卵巣摘除後 1週〜5週群

（各 n −20 ）の 6群 に 分 ljた 。こ れ ら各群 に つ き 、体

表温 （尾部温）、深部温 （直腸温） を測 定 した後、

尾静脈よ りラ ッ トCGRP10 μ g／kgを静注 し、30

分間両温 を5分毎に測定した、  上記と同様の対

照 群、卵巣摘除群を別に作成 し、ア プ ロ チ ニ ン 加

EI）「1’A −2Na 真空管に ラ ッ ト尾 静脈血を採血 し、

遠心 分離後、CLSに て抽 出した CGRP 濃度を
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に

よるRLへ法 にて 測定 した。　 【成績】  CGRP へ の

反応性は、対照群で性周期に よ り差異を認めなか

っ た。  CGRP 静注前 の 体表温 、深部温 は 各群間

で 有意差 を認めな か っ た e   卵巣摘除の 各群で、

CGRP 静注後 の 最大温度変化率が対照群 の それに

比 べ て 大きく、体表温は有意（p〈 O．OOI）に 上 昇し、

一
方、深部温 は有意 に下降 した e ただし、卵巣摘

除後5週を経過す る と、こ れ らの 有意差 は 認 め ら

れ なくな っ た。  血中 CGRP 濃度 は、対 照群 に 比

べ 卵巣摘除群で は有意に高値で あっ た 。　 【結論】

代表的な更年期症 状で ある ほて りの 発現に、

CGRP が関 与して い る ことが推察された 。

［目的 ］体 温 は 熱 産生 と 熱放 散 の バ ラ ン ス で 調 節

され る が 、 の ぼせ ・冷 え の 愁訴が 女性 に 多 い 事 は

こ の 系 へ の Estrogen（E）や 加齢 の 関与 を示唆する ．

酸素摂 取量（V）を熱産生 の 、皮膚血 管運 動 を熱 放

散の 指標 と し、各 々 へ の E と加齢の 効果 を無麻酔

無拘 束 ラ ッ トで 検 討 し た ． ［方法］生 後 2 年 6 カ

月 の 老 齢（0 群，n
・・

　8）及 び 10 週 の 若 齢 Wistar 系 ♀

ラ ッ トを用 い た ，若齢群 は卵巣摘 出 して 低 E 状態

（L 群，n ； 8）と し、半数は さ ら に Estradio12mg を封

じ た小 tube （T）を皮下 埋 込 、高 E 状 態（H 群 ，　 n
＝8）

と した ．各ラ ッ ト の 腹腔内に は 温 度計測 テ レ メ ー

タ も埋 込 した ．回復 後 、恒 温 室 内 で 3 時 間 、（1）4 ，

14，24、32 ℃ の 各環境温（Ta ）の 下 で 呼気 ガ ス か ら

酸素濃度計 に よ り V を測 定 し た．（2｝Ta＝4〜31℃

迄 3℃ 毎 に 、尾 に 貼付 し た 熱電対 に よ り皮慮 血管

拡張 に よる尾温 （Tt）の 上昇 を測 定 した．また、テ

レ メ ータ に よ り腹腔 温 （Tc）と行 動量（M ）を測定 し

た ．（3）L，O 群 ラ ッ ト に T を埋 込 後、（2）の 測定 を

行 い
、 E投与 に よ る Tt，Tc，M の 変化 を検討 した．

［成績］（1）3 群共、高 Ta 程 V が 低下 し た．各 Ta

で V は H 、O 、　 Lの 順 で 低 くな っ た （以下 H ＞ O ＞

L と 記 す）．（2）Tt は Ta ＝4 〜22 ℃ で は L ＞ H ＞ O 、

Ta ＝25 − 31 ℃ で は L ≒ H ＞ 0 で あ っ た ．全 Ta で

Tc，M と も H ＞ L＞ 0 で あ っ た．（3｝E 投 与 した L の

Tt，Tc 、M は H と ほ ぼ 等 し くな っ た が 、　 E 投 与 し た

O で は Tt，Tc ，M 共、　 E 投与前 と変化 しなか っ た，

［結論 ユH は熱 産生 亢 進状 態 、L は 低 中温 で 熱 放

散亢進状 態 に あ っ た．こ れ は E が 可逆 性 の 熱産 生

増加 と 熱放 散低下 作用 を持 つ 事 を示す ，0 で 熱産

生 ・放散 と も に 低 下 し、か つ E 感 受性 が な い 事 は 、

加齢 に よ っ て 体 温 調節 系 に E 感受性 の な い 不 可

逆性 の 変化 の 生 ず る 事 を示 して い る ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


